
 

 

 

 

 

 

 
 
 

アジア諸国では ASF の拡大が続いています。韓国では 2019 年以降、飼養豚で 52 件、

野生イノシシで 4,246 件の発生がありました(2025 年 4 月 21 日時点)。また、アジア地

域からの旅客携帯品の豚肉等から ASF ウイルス遺伝子が検出されており、いつ国内に ASF

が侵入してもおかしくない状況です。 

 

 

 

R5 年度は CSF 陽性イノシシは県全体で捕獲・死亡

合わせて25頭でしたが、R6 年度は52頭と倍増し、

管内でも木曽・松本地域を中心に感染が広がっていま

す。イノシシの感染拡大を防ぐため、経口ワクチンを

R6 年度は県全体で 24,000 個散布していますが、

免疫を持ったイノシシは直近で約 43％にとどまっ

ている状況です。 

 

 

 

 

① 野生動物対策 

② 農場内や進入車両の消毒 

③ 更衣・履き替えの徹底                     
                     

 

 

所長 青木一郎 

 韓国では１年 10 か月ぶりに口蹄疫が発生しました。4 月 14 日現在で 19 件（総飼養

頭数：16,444 頭）と発生が継続しており、国内への侵入の可能性が高くなっています。

飼養衛生管理基準の遵守を通じ、家畜伝染病防疫対策の維持・強化をお願いします。 

保健衛生課 防疫課 病性鑑定課 

課長 神戸 

 

 

 

 

 

 

課長 袴田 課長 大泉 

伝染病等の異常通報は松本家畜保健衛生所 TEL:0263-47-3223へ 

長野県松本家畜保健衛生所 
〒390-0851 松本市島内西川原 6931 

TEL:0263-47-3223 FAX:0263-47-0101 

E-mail:matsukachiku@pref.nagano.lg.jp 

中信家畜畜産物衛生指導協会 
TEL：0263-47-6789 

アフリカ豚熱（ASF）に注意を！ 

令和７年(2025 年)５月８日 ＜No.3＞ 

令和７年度 松本家畜保健衛生所の新たな体制がスタート！ 

慢性疾病対策等を通じ

て、生産性向上を支援

します。 

各種検査や病性鑑定な

どを通じて、家畜伝染

病の発生予防と、衛生

管理の向上を支援しま

す。 

病性鑑定の精密検査を

通じて、疾病の診断、対

応等、最新知識を用い

て疾病対策を支援しま

す。 

引き続き、豚熱（CSF）に注意を！ 

ASF、CSF対策の徹底をお願いします 
 

地域 検査 陽性 検査 陽性

木曽 120 10 3 2

松本 57 6 3 3

北アルプス 18 0 1 1

県全体 924 42 16 10

捕獲 (頭) 死亡 (頭)

R６　野生イノシシ豚熱検査結果


